
都
立
産
業
技
術
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

明
治
維
新
以
降
、
政
府
の
殖
産
興
業
政
策

に
よ
り
近
代
産
業
の
導
入
が
積
極
的
に
図
ら

れ
ま
し
た
。
欧
米
か
ら
近
代
技
術
を
持
ち
込

ん
で
新
し
い
産
業
を
興
す
動
き
が
あ
る
中
で
、

交
通
・
物
流
は
隅
田
川
の
舟
運
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
自
転
車
製
造

の
大
・
中
・
小
の
工
場
が
集
積
し
ま
し
た
。

ま
た
、
都
内
で
唯
一
残
っ
た
都
電
が
走
る
街

で
す
。
車
に
頼
ら
ず
こ
れ
ら
の
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
を
概
観
し
ま
す
。

今
回
は
隅
田
川
舟
運
で
す
。

■
隅
田
川
舟
運
の
歴
史

旧
荒
川
の
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
岩
淵
水
門

か
ら
荒
川
放
水
路
が
難
工
事
の
末1

9
3
0

年

（
昭
和
五
年
）
完
成
し
ま
し
た
。1

9
6
5

年
の

政
令
に
よ
り
旧
荒
川
放
水
路
が
荒
川
と
命
名

さ
れ
、
岩
淵
水
門
か
ら
下
流
の
旧
荒
川
は
隅

田
川
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
維
新
以
後

殖
産
興
業
に
伴
っ
て
大
工
場
が
荒
川
区
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。1

8
7
9

年
（
明
治
十
二
年
）

井
上
省
三
に
よ
っ
て
官
営
千
住
製
絨
所
（
そ

の
レ
ン
ガ
塀
は
今
荒
川
工
業
高
校
の
塀
で
す
）

が
設
立
さ
れ
、
日
本
の
羊
毛
工
業
が
発
足
し

ま
し
た
。1

9
4
5

年
（
昭
和
二
十
年
）
ま
で
操

業
し
ま
し
た
。1

8
8
8

年
（
明
治
二
十
一
年
）

東
京
板
紙
社
（
後
千
住
製
紙
、
十
条
板
紙
、

日
本
板
紙
、
日
本
板
紙
，
日
本
大
昭
和
板
紙
）
、

1
9
0
1

年
（
明
治
三
十
四
年
）
日
本
石
油
・
隅

田
川
油
槽
所
，1

9
0
5

年
（
明
治
三
十
八
年
）

高
橋
造
船
（
航
空
高
専
の
旧
校
舎
隣
に
あ
っ

た
南
千
住
唯
一
の
造
船
所
）
、1

9
0
6

年
（
明

治
三
十
九
年
）
東
京
電
燈
・
千
住
発
電
所
が

操
業
し
ま
し
た
。
高
専
の
現
在
地
は
大
日
本

紡
績
橋
場
工
場
（
現
ユ
ニ
チ
カ
）
跡
地
で
す
．

こ
れ
ら
工
場
の
設
立
の
中
で
、1

8
9
6

年
（
明

治
二
十
九
年
）
土
浦
線
（
現
常
磐
線
）
が
開

通
し
南
千
住
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。1

8
9
7

年
（
明
治
三
十
年
）
日
本
貨
物
鉄
道
・
隅
田

川
貨
物
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
隅
田
川
か

ら
『
ド
ッ
ク
』
と
称
し
た
水
路
を
引
き
入
れ

水
路
と
鉄
道
を
結
び
つ
け
る
特
徴
あ
る
貨
物

駅
で
す
。
常
磐
炭
田
か
ら
の
石
炭
の
受
入
を

行
い
ま
し
た
。
石
炭
以
外
に
木
材
、
砂
利
な

ど
の
荒
荷
を
扱
い
、
隅
田
川
の
水
運
と
連
絡

し
て
東
京
の
市
街
地
へ
の
輸
送
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
災
害
時
に
お
け
る
物
資
輸
送
手
段

や
観
光
利
用
な
ど
、
舟
運
の
持
つ
可
能
性
も

有
し
て
い
ま
す
。
汐
留
貨
物
駅
が
廃
止
さ
れ

た
現
在
，
最
古
の
大
貨
物
駅
の
存
在
自
体
が

貴
重
で
す
。
汐
入
水
門
跡
，
運
河
跡
，
瑞
光

橋
記
念
碑
は
高
専
隣
の
瑞
光
橋
公
園
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
東
京
・
荒
川
区
の

交
通
・
物
流
―
隅
田
川
舟
運
・
都
電

・
自
転
車
の
街
―

吉田喜一
教授の
ものつくり
工学便り

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代

目
で
す
。
先
日
（
３
月
14
日
）
、
Ｊ
Ｒ
の

上
野
～
東
京
駅
間
が
新
た
な
レ
ー
ル
で
結

ば
れ
、
「
上
野
東
京
ラ
イ
ン
」
と
し
て
開

業
し
ま
し
た
。
南
千
住
駅
（
常
磐
線
）
か

ら
は
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
中
心
に
、

一
部
の
電
車
が
上
野
か
ら
先
、
東
京
・
新

橋
・
品
川
駅
ま
で
乗
り
換
え
な
し
で
直
通

す
る
よ
う
に
な
り
、
利
便
性

が
向
上
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

開
業
日
、
東
京
駅
ま
で
の
試

乗
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し

ま
す
。

３
月
14
日
（
土
）
、
朝
の

常
磐
線
南
千
住
駅
の
電
光
掲

示
板
に
、
「
上
野
東
京
ラ
イ
ン

７
時
43

分

品
川
」
の
表
示
が
現
れ
ま
し
た
。
こ

の
電
車
が
、
常
磐
線
に
お
け
る
品
川
行
き

の
一
番
電
車
に
あ
た
り
ま
す
。
後
か
ら
得

た
情
報
で
は
、
こ
の
電
車
は
成
田
駅
を
６

時
31
分
に
出
発
し
た
も
の
で
、
沿
線
の
主

な
駅
で
は
こ
の
電
車
に
合
わ
せ
て
自
治
体

主
催
の
開
業
セ
レ
モ
ニ
ー
（
出
発
式
、
花

束
贈
呈
な
ど
）
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

南
千
住
駅
の
ホ
ー
ム
に
、
定
刻
通
り
電

車
が
到
着
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
（
？
）

当
駅
で
は
セ
レ
モ
ニ
ー
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
私
も
含
め

撮
影
し
て
い
る
方
が
何

人
か
い
ま
し
た
。
運
転

席
に
は
花
束
が
飾
ら
れ

て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。

電
車
は
、
三
河
島
、
日

暮
里
、
そ
し
て
こ
れ
ま

で
の
終
点
上
野
駅
に
停
車
し
、
い
よ
い
よ

東
京
駅
に
向
け
て
新
線
区
間
に
入
り
ま
し

た
。
御
徒
町
、
秋
葉
原
駅
を
横
目
に
し
た

後
、
電
車
は
坂
道
を
駆
け
上
が
り
、
東
北

新
幹
線
の
真
上
に
建
設
さ
れ
た
「
重
層
高

架
区
間
」
を
快
走
し

ま
す
。
空
中
を
飛
ん

で
い
る
か
の
よ
う
な

眺
め
を
楽
し
み
、
坂

を
下
る
と
、
程
な
く
東
京
駅
に
到
着
で
す
。

東
京
駅
で
は
、
非
常
に
大
勢
の
人
々
が

記
念
撮
影
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
し
た
。
常

磐
線
が
新
幹
線
の
横
に
停
ま
る
風
景
は
新

鮮
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
通

勤
・
行
楽
客
に
利
用
さ
れ
、
見
慣
れ
た
風

景
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後

し
ば
ら
く
の
間
、
各
駅
の
人
の
流
れ
や
、

運
行
状
況
、
周
辺
路
線
の
混
雑
の
変
化
な

ど
、
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メガネの
祐一郎君の

アドバイス

つ
い
に
開
業
！

「
上
野
東
京
ラ
イ
ン
」
試
乗
記

消費生活アドバイ

ザー佐藤 祐一郎


